
プロジェクト：ヨハニス・デ・レイケ 

テーマプロジェクト「ヨハニス・デ・レイケ」は、2023年12月6日、アムステルフェ

ーン市のゾルフリート墓地での開会式をもって正式に始まりました。2024年は準備

期間となり、プロジェクトの実施は行われませんでしたが、2025年〜2026年に向け

て計画されたプロジェクトが進行できるよう、着実に準備が進められています。そ

のため、プログラム内容も調整されました。 

このプロジェクトの目的は、より多くの若者、日本およびオランダの専門家・研究

者が、ヨハニス・デ・レイケの遺産と教訓に関心を持ち、関わるように促すことで

す。 

 

期間 

テーマプロジェクト「ヨハニス・デ・レイケ」は、2023年12月6日に開始されました

（当初は「テーマ年」、後に複数年にわたるプロジェクトに移行）。2026年末まで

継続される予定です。開始式はアムステルフェーン市のゾルフリート墓地にて行わ

れました。 

 

パートナー 

このプロジェクトは、曾孫であるピア・デ・レイケ氏および以下のパートナーとの

密接な協力のもとに実施されています： 

• TUデルフト（デルフト工科大学） 

• ゼーラント公文書館 

• 水害博物館 

• ロッテルダム応用科学大学 

• ゼーラント応用科学大学 

• 在オランダ日本大使館 

• ライクス水管理局（Rijkswaterstaat） 

• オランダのインフラ・水管理省 

特に、ヨハニス・デ・レイケ財団に所属するヨハン・シュトゥルム氏の尽力と知見

のおかげで、2023年にアムステルフェーンでの開始プロジェクトとテーマプロジェ

クトの立ち上げが実現しました。 

 
 

 



現在の進捗状況 

これまでに8つのプロジェクトが完了し、さらに9つのプロジェクトが進行中です。

日本とオランダの水の歴史と未来に関する課題に、より多くの専門家、若者、学生

、研究者が関わることを目的としています。 

また、ゼーラント州、ブラバント州および周辺地域の小学生を対象に、水に関する

課題とヨハニス・デ・レイケ、他の水管理者について学ぶ「新しい水の達人」教育

パッケージを通じての参加も促進しています。 

オランダおよび日本の大学や高等教育機関の学生や研究者たちは、オランダ南西デ

ルタや、日本の木曽川デルタ、利根川デルタといった同様のデルタ地帯の水問題に

ついて共に考えることが奨励されています。両国にとって重要な知識課題を研究す

ることにより、南西デルタ計画や日本のデルタ研究プログラムへの貢献が期待され

ています。 

若者の関与に加え、ヨハニス・デ・レイケの古文書の収集・再利用にも注力してお

り、彼の物語をポッドキャスト、記事、プレゼンテーション、ツアーなど様々な形

で可視化しています。 

日本およびオランダの研究者・学生が、水に関する課題に取り組む現在のプロジェ

クトについて、私たちは積極的に調査・支援しています。これは、「ブルー・ヘル

プライン（青の支援窓口）」を通じて行われ、ヨハニス・デ・レイケ財団の専門家

が協力しています。 

最終的には、教育・研究プロジェクトの成果を『日本とオランダの新しい水の達人

』というインスピレーション・ブックにまとめ、日本語とオランダ語で出版する予

定です。 

以下に、ヨハニス・デ・レイケに関連するテーマプロジェクトの活動とプロジェク

ト一覧を示します。 

 

活動・プロジェクト一覧 

完了した活動とプロジェクト 

• アムステルフェーン市ゾルフリート墓地での「ヨハニス・デ・レイケの年」

の開始式 

• 「青い線財団」の創設5周年記念イベントで「ヨハニス・デ・レイケの年」に

関する発表（2024年1月17日） 

• 雑誌『Zeeland』にヨハン・シュトゥルム氏によるエッセイ掲載：『オランダ

の模範となるゼーラントの水管理者ヨハニス・デ・レイケ』 



• ジャーナリストのサム・メイティ氏による『The Weekly Anthropocene』での

エッセイ掲載：「Learning from the Low Lands #2: A Council in the Sea Kingdom

」にてヨハニス・デ・レイケを特集 

• 日本のTBSテレビによる「ホランセ・アイセルの歴史・現在・未来をめぐる

ツアー」とコラインスプラート訪問の収録 

• ヨハニス・デ・レイケの知識文書の収集（日本・オランダ）およびデジタル

Tresorとゼーラント公文書館への追加 

• ノールト・ベーフェラント島での紹介（文化フェア［6月20日］、音楽フェス

PeeRock［7月27日］など） 

• 岐阜大学・出村教授によるロッテルダム応用科学大学での講演（2024年9月25

日、ライデン大学のミングラン・ツァオ氏とともに） 

 

現在進行中の活動とプロジェクト 

• 日本とオランダの国際的な知識・研究プロジェクト『日本とオランダの新し

い水の男たち・女たち』：木曽川デルタと南西デルタに焦点 

• 「ブルー・ヘルプライン」：日本の水の達人たちの教訓・知識文書を活用し

、卒業論文、博士論文、学生プロジェクトへの支援（教育機関や研究者の要

望に応じて） 

• インスピレーション・ブック『日本とオランダの新しい水の達人』（オラン

ダ語版）：ヨハニス・デ・レイケと日本におけるオランダの水管理者たちを

中心に、歴史と現代のプロジェクトを地図とともに紹介 

• 同書の日本語版翻訳 

• 日本とオランダにおける水問題関連の知識プロジェクトの調査・整理（多様

な地形における課題を対象） 

• ヨハニス・デ・レイケをテーマにしたポッドキャストシリーズ 

• ツアー「水に恵まれたゼーラント」とヨハニス・デ・レイケ 

• 教育パッケージ『新しい水の達人・ゼーラント』 

• テーマプロジェクトの締めくくり 
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